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令和４年４月４日に行われた
庁舎別館のオープ二ングセレモニー



町民の利便性向上へ！

令和４年度当初予算（全会計）　　　　
　総額６９億５９１１万円　可決

ここに注目‼　今年の予算
　議員の気になるポイントは？

ふるさと寄附金
１０億円　　　　　　　　（穴井則之議員）

Ｑ
ワンストップ特例申請の返信用に、料金

後納封筒を準備しては。

Ａ 
ワンストップ特例

申請は、確定申告

の代替手段であり、自主

申告であるため料金後納

封筒は送付していない。

他町村の現状を踏まえ今

後検討していきたい。

瀬の本高原マラソン大会補助金
２５０万円　　　　　　　（井野和哉議員）

Ｑ
 

大会の計画の概要は。増額の理由は。

Ａ 
参加人数を制限し、例年の半数程度を

想定している。感染対策として、給水方

法をペットボトルの配布へ変更する。参加者を

制限することによ

り参加料収入が

見込めないため、

町からの補助金を

増額した。

会計業務委託
２８５万円　　　　　　　　（佐藤毅議員）

Ｑ
 

今後の会計室の運営体制は。

Ａ 
４月から庁舎別館に会計室が移る。現在

の指定金融機関の業務は肥後銀行の出

張所が担う。会計室は伝票の整理などを行う。

当初は役場職員２名

体制とし、その後１名

体制とする。その他

に委託先の銀行職員

が１名常駐する。

ケーブルテレビ事業
５８３５万円　　　　　　（井上則臣議員）

Ｑ
 

特別会計へ移行しては。

Ａ 
インターネットや地上波放送の配信、利

用料の徴収まで委託しているため、特別

会計への移行は難しい。自主放送部分の撮影

編集のみ町が実

施。人員確保も

精査しながら番

組内容の充実を

進めたい。
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支障木伐採補助金
１５０万円　　　　　　（矢津田道夫議員）

昨
今、毎年のように自然災害が起きている。

災害の被害を最小化するためにも平時か

ら積極的に管理

をしてもらう必要

がある。

　予算がなくなっ

た場合は追加補

正で予算組みをし

て欲しい。

コンビニ収納・交付
１２４４万円・８３６万円　（児玉秀次郎議員）

Ｑ
全国で利用可能か。毎年発生する経費

か。

Ａ 
ほぼ全国のコンビニで収納・住民票等

の交付ができる。今回は初期導入費用。

導入後は１件当たりの

手数料が実績に合わせ

て発生する。近隣町村

では収納が１件当たり

６０円から８０円。

地域おこし協力隊
３５７３万円　　　　　（下城孔志郎議員）

Ｑ
 

活動内容は。今後の活用先は。

Ａ 
現在５名の起業型地域おこし協力隊がお

り、入湯手形作成の事業継承、農業の

IoT化、黒川温泉旅館協同組合、フォレック、

小国杉のデ

ジタル制作

をそれぞれ

担っている。

人材還流事業
２４００万円　　　　　　（穴井千秋議員）

Ｑ
 

昨年度からの予算増の理由は。

Ａ 
働き手の希望する仕事と事業主が求め

る雇用内容のミスマッチの解消に取り組

む。岡山県奈義町

が取り組んでいる

「しごとコンビニ」

の仕組みを今後取

り入れていく。

病児・病後児保育支援
２２５万円　　　　　　　（森永一美議員）

子
どもの急な体調不良時、仕事を休めない

保護者に代わって小国公立病院内で保育

するサービスを定員２名で計画中。共働き世帯

の増加や核家族化が進む

中、安心して子育てをす

る上で、病児・病後児保

育のニーズはとても高い。

一日も早いサービス開始

を切望する。

庁舎別館テナント賃料収入
８２万円　　　　　　　　（平野昭夫議長）

庁
舎別館には、職員用会議室、会計室、

肥後銀行、ATM（農協・肥後銀行）が入っ

ている。テナント賃料は総工費、耐用年数、

使用面積を加味して算定している。

3

令和4年3月　定例会



会　計　名 令和４年度 令和３年度 前年比
一 般 会 計 53 億 4423 万円 57 億 8893 万円 -7.7%

特
　
別
　
会
　
計

国民健康保険 5億 6865 万円 6億 840 万円 -6.5%
後期高齢者医療 6927 万円 6443 万円 7.5%
介護保険 6億 5917 万円 6億 3701 万円 3.5%
水道事業 1億 2571 万円 1億 2295 万円 2.2%
農業集落排水事業 3024 万円 3050 万円 -0.9%
特定地域生活排水処理事業 2185 万円 2017 万円 8.3%
公共下水道事業 1億 4000 万円 1億 2628 万円 10.9%

計 16 億 1489 万円 16 億 974 万円 0.3%
合　　　計 69 億 5911 万円 73 億 9867 万円 -5.9%

※表示単位未満四捨五入のため、合計が一致しない場合があります

（一般会計）

工事協力等請求調停委託料 26万円 南小国町３倍返し宿泊券発行事業補助金 712万円
南小国町地籍調査事業 8226万円 南小国町「観光」商品券発行事業補助金 950万円
マイクロ水力発電施設導入実証事業補助金 500万円 町道瓜上矢田原線道路改良工事 8000万円
住民記録システム改修業務 211万円 道路メンテナンス事業 850万円
令和３年度団体営農業農村整備事業 1100万円 道路舗装事業 500万円
農業委員会による 河川維持事業 130万円

情報収集等業務効率化支援事業 20万円 南小国町営市原団地２号棟外壁等改修事業 1399万円
親水公園トイレ給水工事 79万円 南小国町民間賃貸住宅確保プロジェクト補助金 1200万円
親水公園ボーリング工事 268万円 令和２年発生農地等災害復旧事業 7848万円
林道維持事業 400万円 令和２年発生公共土木施設災害復旧事業 4億157万円

※千円単位四捨五入

地方交付税
18億7600万円
（35.1％）

その他
5億1372万円
（9.6％）

その他
5億1372万円
（9.6％）

総務費
18億314万円
（33.8％）

衛生費
6億4799万円
（12.1％）

民生費
7億3828万円
（13.8％）

災害復旧費
4億3935万円
（8.2％）

災害復旧費
4億3935万円
（8.2％）

その他
3億1514万円
（5.9％）

歳 入
（構成比％）

歳 出
（構成比％）

寄付金
10億円

（18.7％）

寄付金
10億円

（18.7％）

農林水産業費
3億9007万円
（7.3％）

農林水産業費
3億9007万円
（7.3％）

公債費
3億8119万円
（7.1％）

公債費
3億8119万円
（7.1％）

町債
3億8825万円
（7.3％）

町債
3億8825万円
（7.3％）

国庫支出金
5億8860万円
（11.0％）

国庫支出金
5億8860万円
（11.0％）

繰入金
3億2430万円
（6.1％）

繰入金
3億2430万円
（6.1％）

土木費
3億4647万円
（6.5％）

土木費
3億4647万円
（6.5％）

教育費
2億8260万円
（5.3％）

教育費
2億8260万円
（5.3％）

県支出金
2億5540万円
（4.8％）

県支出金
2億5540万円
（4.8％）

町税
3億9796万円
（7.4％）

町税
3億9796万円
（7.4％）

令和４年度　一般会計内訳

会計別　前年度との比較

令和３年度から４年度への繰越事業一覧
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令
和
４
年
３
月

第
１
回
定
例
会
　

●
補
正
予
算

◆
一
般
会
計
補
正
（
第
13
号
）

主
な
審
議

○
自
然
休
養
村
管
理
セ
ン
タ
ー

▼
佐
藤
議
員　

玄
関
前
の
陥
没

箇
所
の
対
応
は
。

▽
総
務
課
長　

調
査
に
よ
り
地

中
の
隙
間
は
確
認
さ
れ
て
い

る
。
工
事
の
方
法
を
検
討
中
。

○
き
よ
ら
祭
り
補
助
金

▼
井
野
議
員　

ど
の
よ
う
な
も

の
に
活
用
さ
れ
た
か
。

▽
農
林
課
長　

抽
選
会
用
景

品
、
小
中
学
生
へ
の
図
書
カ
ー

ド
配
付
、
各
保
育
園
へ
の
遊
具

配
付
。

○
住
民
税
非
課
税
世
帯
等
臨
時

特
別
給
付
金

▼
児
玉
議
員　

減
額
理
由
は
。

▽
福
祉
課
長　

シ
ス
テ
ム
導
入

前
に
見
込
み
で
計
上
し
て
い
た

も
の
が
過
大
で
あ
っ
た
。

○
道
路
維
持
工
事

▼
児
玉
議
員　

せ
っ
か
く
組
ん

だ
予
算
を
活
用
す
べ
き
で
は
。

▽
建
設
課
長　

災
害
復
旧
工
事

を
優
先
さ
せ
た
。

○
木
材
拠
点
施
設
建
築
工
事
他

▼
児
玉
議
員　

今
後
の
予
定
は
。

▽
農
林
課
長　

木
材
市
況
の
動

向
を
見
て
、
今
後
予
算
を
計
上

予
定
。

▼
穴
井
千
秋
議
員　

発
注
方
法

を
変
え
て
み
て
は
。

▽
農
林
課
長　

公
共
施
設
の
た

め
、
基
本
的
に
は
入
札
方
式
に

よ
る
。

◆
介
護
保
険
特
別
会
計
補
正

（
第
４
号
）

主
な
審
議

○
居
宅
介
護
サ
ー
ビ
ス
給
付
費

負
担
金

▼
井
野
議
員　

増
額
理
由
は
。

▽
福
祉
課
長　

要
介
護
の
方
が

増
え
て
い
る
。

◆
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計

補
正
（
第
２
号
）
原
案
可
決

◆
水
道
事
業
特
別
会
計
補
正

（
第
６
号
）　　
　

原
案
可
決

◆
農
業
集
落
排
水
事
業
特
別
会

計
補
正
（
第
４
号
）

原
案
可
決

◆
特
定
地
域
生
活
排
水
処
理
事

業
特
別
会
計
補
正
（
第
３
号
）

原
案
可
決

◆
公
共
下
水
道
事
業
特
別
会
計

補
正
（
第
４
号
）
原
案
可
決

●
当
初
予
算

◆
一
般
会
計

主
な
審
議

○
庁
舎
建
設
基
金

▼
井
野
議
員　

最
終
的
な
目
標

金
額
は
、
基
金
の
目
的
は
。

▽
総
務
課
長　

庁
舎
の
木
造

部
分
の
修
理
な
ど
に
活
用
。

目
標
金
額
は
な
い
が
、
年
間

５
０
０
万
円
を
積
み
立
て
予
定
。

○
森
林
資
源
解
析
業
務

▼
穴
井
千
秋
議
員　

森
林
環
境

譲
与
税
が
活
用
さ
れ
て
い
な
い

と
の
報
道
を
受
け
て
、
無
理
に

実
施
す
る
の
で
は
な
い
か
。

▽
農
林
課
長　

多
岐
に
わ
た
る

事
業
に
充
当
し
て
い
る
。
赤
馬

場
地
区
以
外
の
意
向
調
査
を
実

施
予
定
。

○
太
陽
光
発
電
、
マ
イ
ク
ロ
水

力
発
電

▼
児
玉
議
員　

事
業
実
績
は
。

▽
ま
ち
づ
く
り

課
長　

太
陽
光

発
電
は
実
績
５

件
、
マ
イ
ク
ロ

水
力
発
電
は
１

つ
の
自
治
会
を

選
定
済
み
。
た

だ
し
、
新
型
コ

ロ
ナ
の
影
響
で

機
材
の
確
保
が

遅
れ
て
い
る
。

○
防
犯
灯
・
防
犯
カ
メ
ラ

▼
井
野
議
員　

複
数
地
区
の
路

線
に
つ
い
て
の
設
置
は
。

▽
総
務
課
長　

原
則
各
自
治
会

が
申
請
者
。
大
字
区
に
支
出
し

た
実
績
は
あ
る
。

○
町
単
林
内
作
業
路
補
助
金

▼
児
玉
議
員　

受
益
者
が
一
人

で
も
活
用
で
き
な
い
か
。

▽
農
林
課
長　

過
去
の
実
績
で

は
申
請
が
少
な
い
。
維
持
管
理

に
お
い
て
は
必
要
不
可
欠
で
あ

る
。
他
の
補
助
金
の
拡
充
も

行
っ
て
い
る
た
め
、
今
後
検
討

し
た
い
。

○
道
路
改
良
事
業

▼
井
上
議
員　

以
前
陳
情
し
て

い
る
道
路
改
良
の
今
後
は
。

▽
建
設
課
長　

災
害
復
旧
を
優

先
的
に
行
っ
て
い
る
。
そ
の
他

橋
梁
点
検
や
社
交
金
事
業
を
実

施
し
て
お
り
、
町
道
改
良
工
事

の
発
注
ま
で
た
ど
り
着
け
な
い
。

▼
井
上
議
員　

住
民
の
陳
情
で

あ
り
、
何
ら
か
の
説
明
を
す
べ

き
。
県
道
南
小
国
上
津
江
線
の

計
画
も
住
民
に
説
明
を
。

○
電
子
雑
誌
作
成

▼
井
上
議
員　

町
・
観
光
協

会
・
Ｓ
Ｍ
Ｏ
そ
れ
ぞ
れ
で
費
用

が
発
生
し
て
い
る
の
で
は
。

▽
ま
ち
づ
く
り
課
長　

旅
行
雑

誌
の
発
行
や
動
画
の
作
成
を
計

画
。
ふ
る
さ
と
納
税
の
情
報
も

掲
載
。
観
光
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン

の
一
元
化
は
難
し
い
が
、
連
携

を
と
り
な
が
ら
役
割
分
担
し
て

い
く
。

補正予算　主な事業 （万円）
一般会計（第 12 号）（専決処分） 承　　認
土木総務費人件費 722
市原小通路ドア修繕 87
一般会計（第 13 号） 原案可決
派遣職員給与等負担金 678
町有林素材生産委託料 203
財政調整基金積立金 1億 1529
地籍調査事業 5737
住民税非課税世帯等臨時特別給付金 △ 2400
施設型給付費負担金 100
小国公立病院組合負担金 159
公共土木施設災害復旧工事 △ 3億 2590
国民健康保険特別会計（第 3 号） 原案可決
一般被保険者等療養給付費負担金 1238
介護保険特別会計（第 4 号） 原案可決
居宅介護サービス給付費負担金 999
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○
住
民
検
診

▼
井
野
議
員　

減
額
理
由
は
。

集
団
検
診
以
外
の
方
法
は
。

▽
町
民
課
長　

前
年
度
実
績
を

参
考
に
見
込
み
で
予
算
計
上
。

人
間
ド
ッ
ク
の
対
象
病
院
を
増

や
す
こ
と
を
検
討
中
。

○
ド
ロ
ー
ン
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

▼
佐
藤
議
員　

今
後
の
活
用
予

定
は
。

▽
ま
ち
づ
く
り
課
長　

工
事
現

場
や
町
有
林
の
現
地
調
査
、
公

共
施
設
建
物
老
朽
度
調
査
の
屋

根
や
外
観
の
点
検
に
活
用
。
そ

の
他
、
災
害
時
の
現
地
確
認
や

現
地
調
査
へ
の
活
用
を
想
定

し
、
職
員
向
け
に
研
修
を
進

め
て
い
る
。
小
中
学
校
で
の
ド

ロ
ー
ン
授
業
や
温
度
セ
ン
サ
ー

を
利
用
し
た
有
害
鳥
獣
駆
除
対

策
も
進
め
て
い
る
。

○
小
国
郷
公
共
交
通
会
議

▼
佐
藤
議
員　

に
じ
バ
ス
の
委

託
状
況
は
。

▽
ま
ち
づ
く
り
課
長　

予
算
は

運
行
経
費
満
額
を
計
上
し
て
い

る
が
、
支
払
い
の
際
は
運
行
経

費
か
ら
運
賃
収
入
を
差
し
引
い

て
支
出
す
る
。

○
タ
ク
シ
ー
利
用
券
助
成

▼
佐
藤
議
員　

利
用
者
の
拡
大
は
。

▽
ま
ち
づ
く
り
課
長　

免
許
保

有
者
へ
の
交
付
の
提
案
が
あ
っ

た
が
、
持
っ
て
い
な
い
方
と
の

公
平
性
を
保
つ
枚
数
の
検
討

や
、
需
要
が
ど
れ
く
ら
い
あ
る

の
か
な
ど
、
財
政
そ
の
他
関
係

部
署
と
の
協
議
が
必
要
。

○
ペ
レ
ッ
ト
ス
ト
ー
ブ
購
入

▼
佐
藤
議
員　

補
助
金
の
活
用

実
績
は
。
補
助
額
の
改
定
は
。

▽
農
林
課
長　

平
成
27
年
度
～

令
和
３
年
度
実
績
で
、
ペ
レ
ッ

ト
ス
ト
ー
ブ
25
台
、
薪
ス
ト
ー

ブ
14
台
。
過
去
に
も
検
討
し
た

が
、
上
限
額
は
阿
蘇
管
内
で
最

も
高
い
設
定
。

○
農
業
次
世
代
人
材
投
資
事
業

補
助
金

▼
井
野
議
員　

事
業
修
了
後
の

農
業
者
へ
の
サ
ポ
ー
ト
は
。

▽
農
林
課
長　

町
民
に
向
け
た

補
助
金
一
覧
表
は
各
戸
配
布
し
て

い
る
が
、
あ
く
ま
で
概
略
の
み
の

記
載
。
何
が
し
た
い
か
示
し
て

い
た
だ
け
る
と
提
案
し
や
す
い
。

●
条
例
制
定
・
改
正

◆
行
政
手
続
に
お
け
る
押
印
原

則
の
見
直
し
等
に
伴
う
関
係
条

例
の
整
理
に
関
す
る
条
例

※
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
目

的
に
、
行
政
手
続
の
簡
素
化
を

図
る
も
の
。

主
な
審
議

▼
佐
藤
議
員　

伝
票
決
裁
の
際

の
印
鑑
は
。

▽
総
務
課
長　

内
部
に
つ
い
て

は
印
鑑
で
決
裁
。

原
案
可
決

◆
南
小
国
町
職
員
の
特
殊
勤
務

手
当
に
関
す
る
条
例
の
改
正

※
税
務
課
職
員
等
に
支
給
す
る

税
務
手
当
を
定
額
月
額
支
給
か

ら
勤
務
実
績
に
応
じ
た
日
額
支

給
に
変
更
。

主
な
審
議

▼
井
野
議
員 

日
額
の
設
定
金

額
は
。

▽
総
務
課
長　

近
隣
町
村
の
金

額
を
考
慮
し
た
。

原
案
可
決

◆
南
小
国
町
テ
レ
ビ
ジ
ョ
ン
共

同
受
信
施
設
の
設
置
に
関
す
る

条
例
等
を
廃
止
す
る
条
例

※
押
印
原
則
の
見
直
し
に
併
せ

て
実
施
し
た
例
規
点
検
結
果
に

よ
り
不
要
と
な
っ
た
も
の
。

原
案
可
決

◆
南
小
国
町
個
人
情
報
保
護
条

例
の
改
正

※
法
律
改
正
に
伴
う
も
の
。

原
案
可
決

◆
南
小
国
町
行
政
手
続
に
お
け

る
特
定
の
個
人
を
識
別
す
る
た

め
の
番
号
の
利
用
等
に
関
す
る

法
律
に
基
づ
く
個
人
番
号
の
利

用
及
び
特
定
個
人
情
報
の
提
供

に
関
す
る
条
例
の
改
正

※
法
律
改
正
に
伴
う
も
の
。

原
案
可
決

◆
南
小
国
町
手
数
料
条
例
の
改
正

※
県
か
ら
の
権
限
移
譲
に
よ
り

火
薬
取
締
法
に
基
づ
く
事
務
を

町
が
行
う
こ
と
と
な
っ
た
。

原
案
可
決

◆
南
小
国
町
公
共
施
設
の
暴
力

団
排
除
に
関
す
る
条
例
の
改
正

※
民
生
の
安
定
と
福
祉
の
増
進

の
た
め
、
社
会
公
共
の
利
益
に

反
す
る
こ
と
と
な
る
暴
力
団
員

等
へ
の
公
共
施
設
の
利
用
に
関

し
使
用
を
制
限
す
る
た
め
。

原
案
可
決

◆
熊
本
県
市
町
村
総
合
事
務
組

合
の
共
同
処
理
す
る
事
務
の
変

更
及
び
規
約
の
一
部
変
更

※
組
合
の
共
同
処
理
す
る
事
務

の
う
ち
交
通
災
害
見
舞
金
に
関

す
る
事
務
か
ら
宇
城
市
が
脱
退

す
る
た
め
。　
　

原
案
可
決

◆
南
小
国
町
立
学
校
教
職
員
住

宅
及
び
へ
き
地
学
校
教
職
員
住

宅
条
例
の
改
正

※
入
居
資
格
を
明
確
に
す
る
た

め
。
へ
き
地
学
校
教
職
員
住
宅

黒
川
団
地
の
１
戸
を
農
林
業
担

い
手
住
宅
に
用
途
変
更
す
る
。

主
な
審
議

▼
井
野
議
員　

維
持
管
理
の
住

み
分
け
は
。
敷
地
内
の
管
理
は
。

▽
教
育
委
員
会
事
務
局
長　

法

面
の
除
草
及
び
浄
化
槽
の
管
理

は
教
育
委
員
会
で
管
理
。

原
案
可
決

◆
南
小
国
町
営
農
林
業
担
い
手

住
宅
条
例
の
改
正

※
へ
き
地
学
校
教
職
員
住
宅
黒

川
団
地
の
１
戸
を
農
林
業
担
い

手
住
宅
に
用
途
変
更
す
る
。

原
案
可
決

●
指
定
管
理
者
の
指
定

※
公
の
施
設
を
民
間
に
管
理
さ

せ
る
も
の
。

◆
総
合
物
産
館（

き
よ
ら
カ
ァ
サ
）

指
定
管
理
者

　

㈱
Ｓ
Ｍ
Ｏ
南
小
国

指
定
期
間

　

令
和
７
年
３
月
31
日
ま
で

指
定
管
理
料　
　
　
　
　

０
円

原
案
可
決

◆
交
流
促
進
セ
ン
タ
ー

（
温
泉
館
き
よ
ら
）

指
定
管
理
者　

ヤ
ー
ク
マ
マ

指
定
期
間

　

令
和
７
年
３
月
31
日
ま
で

指
定
管
理
料　
　

５
０
０
万
円

主
な
審
議

▼
佐
藤
議
員 

本
来
の
目
的
で
あ

る
農
林
業
の
振
興
や
観
光
へ
の
連
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携
が
な
さ
れ
て
い
な
い
の
で
は
。

▽
農
林
課
長　

設
備
の
改
修
や

隣
の
観
光
農
園
と
の
連
携
を
指

定
管
理
者
と
協
議
し
て
い
く
。

原
案
可
決

◆
き
の
こ
菌
床
培
養
等
施
設

（
き
の
こ
セ
ン
タ
ー
）

指
定
管
理
者

　

㈱
Ａ
Ｓ
Ｏ
小
国
フ
ァ
ー
ム

指
定
期
間

　

令
和
７
年
３
月
31
日
ま
で

指
定
管
理
料　
　

４
５
０
万
円

原
案
可
決

◆
木
材
拠
点
施
設

（
フ
ァ
ブ
ラ
ボ
南
小
国
）

指
定
管
理
者

　

㈱
Ｆ
ｏ
ｒ
ｅ
ｑ
ｕ
ｅ

指
定
期
間

　

令
和
７
年
３
月
31
日
ま
で

指
定
管
理
料　
　
　
　

60
万
円

原
案
可
決

◆
多
目
的
集
会
施
設

（
べ
っ
ち
ん
館
）

指
定
管
理
者

　

黒
川
温
泉
自
治
会

指
定
期
間

　

令
和
９
年
３
月
31
日
ま
で

指
定
管
理
料　
　
　
　

60
万
円

主
な
審
議

▼
井
野
議
員 

指
定
期
間
の
違

い
は
。
一
部
他
団
体
へ
の
貸
付

け
方
法
は
。

▽
ま
ち
づ
く
り
課
長　

施
設
の

目
的
や
状
況
に
応
じ
て
期
間
を

設
定
。
他
団
体
と
黒
川
温
泉
自

治
会
と
の
契
約
に
よ
る
。

原
案
可
決

●
工
事
請
負
変
更
契
約
の
締
結

◆
普
通
河
川
小
田
川
⑫
災
害
復

旧
工
事

契
約
金
額
（
増
額
）１

６
２
万
円

契
約
の
相
手
方　

㈲
井
上
建
設

原
案
可
決

●
町
有
林
野
部
分
林
契
約

◆
瓜
上
菰
田
造
林
組
合

代
表
者　

中
島
智
明
外
９
名

所
在
地　

大
字
中
原
字
菰
田

　
　
　

３
１
６
７
の
34
他
１
筆

原
案
可
決

◆
志
津
三
山
造
林
組
合

代
表
者　

坂
本
講
一
外
31
名

所
在
地　

大
字
満
願
寺

　
　
　
　

字
西
十
三
部

　
　
　

１
６
７
０
の
１
他
６
筆

原
案
可
決

●
陳
情

◆
母
（
毛
嘉
萍
）
が
中
国
で
不

法
に
逮
捕
さ
れ
て
い
る
件
に
関

す
る
要
望　
　
　

配
付
の
み

　
令
和
４
年
１
月

第
１
回
臨
時
会
　

◆
一
般
会
計
補
正
（
第
11
号
）

主
な
審
議

○
Ｊ
Ａ
跡
地
整
備

▼
佐
藤
議
員　

整
備
の
内
容
は
。

▽
総
務
課
長　

駐
車
場
と
し
て

の
整
備
。
砕
石
な
ど
に
よ
る
整

地
や
外
周
の
バ
リ
ケ
ー
ド
設
置
。

▼
下
城
議
員　

金
額
の
根
拠
は
。

も
う
少
し
安
く
な
ら
な
い
か
。

▽
総
務
課
長　

出
来
る
だ
け
安

価
な
方
法
に
よ
り
業
者
か
ら
見

積
も
り
を
出
し
て
も
ら
っ
た
。

▼
矢
津
田
議
員　

舗
装
を
し
た

方
が
い
い
の
で
は
。

▽
総
務
課
長　

金
額
的
に
安
価

な
方
法
で
施
工
し
た
い
。

○
学
校
Ｉ
Ｃ
Ｔ
備
品
購
入

▼
井
野
議
員　

小
学
校
と
中
学

校
の
金
額
の
差
は
。

▽
教
育
委
員
会
事
務
局
長　

購

入
台
数
や
、
学
校
が
必
要
と
す

る
備
品
の
違
い
で
差
が
あ
る
。

○
住
民
記
録
シ
ス
テ
ム
改
修

▼
児
玉
議
員　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー

の
普
及
は
。
医
療
機
関
の
体
制

整
備
は
。

▽
町
民
課
長　

本
町
の
普
及
率

は
昨
年
末
時
点
で
約
37
％
。
現

在
は
大
き
な
医
療
機
関
で
し
か

利
用
で
き
な
い
状
況
。
今
後
使

え
る
医
療
機
関
を
周
知
す
る
。

○
子
育
て
世
帯
へ
の
臨
時
特
別

給
付
金

▼
井
野
議
員　

高
校
生
の
世
帯

な
ど
へ
の
給
付
の
進
捗
は
。

▽
福
祉
課
長　

本
日
（
１
月
21

日
）
現
在
、
８
世
帯
35
名
に
給

付
で
き
て
い
な
い
が
、
個
別
に

連
絡
は
し
て
い
る
。

○
除
雪
委
託
料

▼
穴
井
千
秋
議
員　

除
雪
の
や

り
方
や
判
断
は
。

▽
建
設
課
長　

委
託
業
者
が
早

朝
に
パ
ト
ロ
ー
ル
し
、
降
雪
の

状
況
を
考
慮
し
て
除
雪
の
判
断

を
し
て
い
る
。

○
予
防
接
種
委
託
料

▼
穴
井
千
秋
議
員　

今
後
の
接

種
予
定
は
。

▽
町
民
課
長　

４
月
以
降
の
予

定
を
小
国
公
立
病
院
と
協
議
。

３
月
前
倒
し
分
の
委
託
料
を
今

回
計
上
。
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
と

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
新
し
い
情
報

を
そ
の
都
度
更
新
予
定
。

▼
森
永
議
員　

５
～
11
歳
へ
の

接
種
に
つ
い
て
の
町
の
考
え
は
。

▽
町
民
課
長　

小
国
公
立
病
院

と
接
種
体
制
の
整
備
を
進
め
て

い
る
。
今
後
の
県
の
説
明
会
を

受
け
て
、
保
護
者
あ
て
の
案
内

を
送
付
予
定
。　

原
案
可
決

●
工
事
請
負
変
更
契
約
の
締
結

◆
町
庁
舎
別
館
建
設
工
事

契
約
金
額
（
増
額
）１

７
５
万
円

契
約
の
相
手
方　

㈱
橋
本
建
設

主
な
審
議

▼
穴
井
則
之
議
員 

初
め
か
ら

農
協
は
Ａ
Ｔ
Ｍ
を
設
置
す
る
よ

う
に
な
っ
て
い
た
の
で
は
。

▽
総
務
課
長　

設
計
段
階
で
は

入
る
よ
う
に
な
っ
て
お
ら
ず
、

そ
の
後
入
る
よ
う
に
な
っ
た
た

め
、
今
回
追
加
す
る
も
の
。

▼
井
上
議
員 

ケ
ー
ブ
ル
の
存

在
は
わ
か
っ
て
い
た
の
で
は
。

▽
総
務
課
長　

電
気
系
統
や
通

信
線
を
損
傷
さ
せ
て
は
な
ら
な

い
た
め
、
改
め
て
確
認
し
た
も

の
。　
　
　
　
　

原
案
可
決

補正予算　主な事業 （万円）
一般会計（第 11 号） 原案可決
ＪＡ跡地整備 670
住民記録システム改修業務委託 211
住民税非課税世帯等臨時特別給付金事業 8639
子育て世帯臨時特別給付金（町単独分） 250
予防接種委託 137
除雪委託料 1000
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空き家対策の今
シリーズ No.３

「南小国町空き家等対策計画」を策定

　新たな空き家等の発生を予防することや、現在空き家等になっている家屋においては、所有
者等に適切な管理を促しながら、空き家バンク等での利活用情報を提供するなどして、管理や
処分に関する理解を深めてもらうとしている。管理不全な空き家等には、改善要請や助言・指
導を実施したり、自主的な除去等を促すこととしている。
　今現在の空き家等の状況、これからの対策について取材した。

予　防
　　～空き家を減らしていくために～

　　　 なぜ空き家になる？

空き家になる前から、話し合いましょう‼

○建物の老朽化前にリフォームを！
　　　町対策
　住宅リフォーム助成事業補助金 １０万円
　高齢者 住宅改造助成金　　　　５０万円
　※建物のリフォーム等をご検討の方は
　　一度役場まちづくり課へご相談下さい

○家族で空き家になる前に話し合いを！
　　　空き家に関する相談会

※昨年度は１回のみの開催であったが相談

を通して問題解決が進み出したとのご意

見をいただいている

リフォーム前 リフォーム後
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空き家対策の今
シリーズ No.３

　本町においても少子高齢化による空き家等の件数は、今後増加する傾向にあります。
昨年から本格的に動き出した空き家等対策。本年度も取り組みを充実させて、対策・
対応にあたって行く必要があります。移住者向け住宅等に活用できるよう期待すると
ころです。
　取材を経て、改めて家屋等の財産相続は、デリケートな問題だと感じました。できる
だけそうなる前から家族間での話し合いを始めておくことが大切なことだと思います。
　この機会に今お住いのお家のこと、ご家族で話し合ってみませんか。

利 活 用

適正管理

　～空き家を減らしていくために～

　　 その空き家、どうする？

　空き家実態調査の結果　空き家等１０９戸

　　　　　うち利活用可能戸数５８戸、利活用不可戸数３０戸
※まちづくり課調査　　２０２２年１月までの調査　　　

空き家の適切な管理は、
  所有者または相続人の責務です！
    問題が起きる前から、きちんと管理を！！

空き家のままでは もったいない！

○空き家バンクに登録　　　借りたい人、買いたい人がいます

　町対策　　　空き家バンク関連補助金　家財撤去 １０万円
　　　　　　　　　　　　　　　　　　リフォーム ５０万円

◎町はこうしたい！
　　空き家活用住宅イメージ図

○解体しましょう　　　空き家の解体に補助金が活用できます

　町対策　　　不良空き家解体事業費補助金　一戸当たり ５０万円

移住定住コーディネーター談
　１年を通して、空き家の調査等を実施しましたが、外観上
で管理がされていないような空き家もですが、見た目はきれ
いな物件であっても、仏壇が置いたままになっている、休暇で
帰ってきたときに泊まる家がないなどの理由で、不定期に管
理はされているものの放置された状況になっている物件も多
いように感じました。放置された空き家は、人がいない間に
益々傷んでいき、最悪の場合は倒壊など、地域住民へ危険
を及ぼす要因にもなりかねます。また、「空き家バンク」の
運用を通して、移住や起業を検討されている方の声も多くお
聞きしました。自分自身は使わない物件でも、空き家を必要
とされている方がいるのも現状です。移住定住を進めていく
ためにも、住居の確保は重要であるため、所有されている空
き家の利活用に向けたご相談もいただければと思います。
　最後になりますが、所有者の方には、「不動産」が、「負動産」
にならないためにも、定期的な管理を行っていただければと
考えます。

まちづくり課
河津一也さん

移住定住コーディネーター
宮﨑哲也さん
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【
議
員
】
人
口
減
少
や
節
水
機

器
の
普
及
等
で
水
道
事
業
収
入

も
減
少
し
て
い
る
。
事
業
を
維

持
す
る
た
め
の
料
金
改
定
は
。

【
町
長
】
施
設
の
維
持
管
理
・

老
朽
化
対
策
・
更
新
等
の
費
用

確
保
の
改
定
は
検
討
す
べ
き
。

【
議
員
】
飲
料
水
を
途
絶
え
る

こ
と
な
く
安
心
し
て
使
え
る
水

道
事
業
の
維
持
を
望
む
。
水
道

料
金
の
値
上
げ
は
住
民
生
活
に

直
結
す
る
問
題
。
慎
重
に
議
論

す
べ
き
課
題
。改
定
の
時
期
は
。

【
建
設
課
長
】
令
和
６
年
４
月

よ
り
上
下
水
道
事
業
は
公
営
企

業
会
計
が
導
入
さ
れ
る
。
そ
こ

で
将
来
を
見
越
し
た
料
金
改
定

も
必
要
に
な
る
と
思
う
。

【
議
員
】
町
民
の
理
解
が
絶
対

に
不
可
欠
。丁
寧
か
つ
慎
重
に
、

余
裕
を
持
っ
た
対
応
を
お
願
い

し
た
い
。
組
織
的
な
独
立
の
必

要
性
は
な
い
の
か
。

【
建
設
課
長
】
組
織
は
従
来
通

り
で
よ
い
。
町
の
規
模
か
ら
み

る
と
、
公
営
企
業
を
切
り
離
す

こ
と
は
現
実
的
で
は
な
い
。

【
議
員
】
前
回
の
提
案
か
ら
２

年
が
経
つ
。
な
ぜ
制
度
化
で
き

な
い
の
か
。

【
町
長
】
選
考
委
員
会
等
で
議

論
を
進
め
た
が
、
条
件
や
基
準

の
設
定
の
難
し
さ
に
直
面
し
て

い
る
。
急
ぎ
た
い
と
考
え
て
い

る
。
制
度
化
に
向
け
て
さ
ら
な

る
検
討
を
進
め
る
。

【
議
員
】
制
度
化
が
進
ま
な
け

れ
ば
、
進
学
祝
金
に
し
て
支
給

し
て
は
。
ま
た
小
国
高
校
進
学

者
へ
は
、
奨
励
金
と
し
て
増
額

す
る
こ
と
も
で
き
る
の
で
は
。

【
町
長
】
奨
学
金
の
性
格
上
、

祝
金
程
度
で
は
経
済
的
負
担
の

軽
減
に
は
つ
な
が
ら
な
い
の
で

は
。
祝
金
、
奨
励
金
に
つ
い
て

は
考
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
た

い
。

【
議
員
】
次
世
代
人
材
育
成
投

資
支
援
金
制
度
を
創
設
し
て
は

ど
う
か
。
将
来
こ
の
町
に
帰
っ

て
き
て
就
労
す
る
こ
と
を
条
件

と
し
て
、
返
済
義
務
を
負
わ
な

い
支
援
金
制
度
と
し
て
は
。

【
町
長
】
や
る
こ
と
に
異
論
は

な
い
。
給
付
型
奨
学
金
も
含

め
、
少
し
制
度
設
計
に
時
間
が

必
要
。

佐藤　毅　議員

Ｑ 
水道料金の改定は？

Ａ 
令和６年４月改定を検討中

Ｑ 
給付型奨学金制度の創設を

Ａ 
制度化に向けてさらなる検討を

【
議
員
】
昨
年
６
月
に
千
葉
県

の
通
学
路
で
痛
ま
し
い
死
傷
事

故
が
起
き
て
い
る
が
、
本
町
に

お
け
る
通
学
路
の
点
検
と
改
善

の
取
り
組
み
は
。

【
町
長
】
各
小
中
学
校
、
Ｐ
Ｔ

Ａ
、
教
育
委
員
会
、
道
路
管
理

者
等
の
関
係
機
関
が
連
携
し
、

年
１
回
合
同
点
検
を
行
い
、
必

要
な
対
策
を
取
っ
て
い
る
。
昨

年
６
月
の
千
葉
県
の
事
故
を
受

け
、
９
月
に
緊
急
点
検
も
実
施

し
た
。
対
応
可
能
な
箇
所
か
ら

外
側
線
の
引
き
直
し
や
カ
ラ
ー

塗
装
を
実
施
済
み
。
ハ
ー
ド
面

で
対
策
が
困
難
な
箇
所
は
、
交

通
安
全
教
育
や
ス
ク
ー
ル
ガ
イ

ド
、
地
域
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
協

力
の
も
と
、
ソ
フ
ト
面
で
対
応

し
て
い
る
。

【
議
員
】
全
て
の
通
学
路
に
カ

ラ
ー
塗
装
を
で
き
な
い
か
。

【
建
設
課
長
】
現
場
状
況
、
地

域
の
要
望
等
を
聞
き
な
が
ら
必

要
な
と
こ
ろ
に
実
施
し
た
い
。

穴井　千秋　議員

Ｑ 
通学路の点検と取り組みは？

Ａ年１回合同点検をし、安全対策
をやっている

地域の要望を受け、一旦停止を呼びかける「止まれ」の文字

市原小学校周辺の通学路に引かれたカラー線
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令和４年　議会日誌
１
月

27 議会広報調査対策特別委員会

２
　
月

3 県町村議長会第５回理事会（オンライン）

18 定数削減に関する特別委員会

22 市町村総合事務組合議会定例会

24 阿蘇広域議会運営委員会

３
　
　
月

1 議会運営委員会

2 デザインセンター第７回理事会

3 社会福祉協議会第４回理事会

5 南小国中学校卒業式

8～11 令和４年第１回定例会

17 議会広報調査対策特別委員会

25 阿蘇広域議会定例会

25 林業を考える会

29 瀬の本高原マラソン大会実行委員会

30 小国公立病院議会

４
　
月

4 役場庁舎別館オープニングセレモニー

14 議会広報調査対策特別委員会

14 春の全国交通安全運動街頭指導

21 県議長会県当局等への要望活動 議員による街頭指導

【
議
員
】
一
時
期
、
全
校
生
徒

６
０
０
名
を
超
え
て
い
た
小
国

高
校
も
、
現
在
は
１
５
０
名
余

に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。
こ
の
ま

ま
の
状
況
が
続
け
ば
、
高
校
存

続
の
危
機
に
陥
る
が
。

【
町
長
】
小
国
高
校
の
真
の
魅

力
を
さ
ら
に
生
み
出
し
て
い
く

必
要
が
あ
る
。
個
人
的
に
は
特

色
あ
る
新
た
な
コ
ー
ス
の
新
設

が
望
ま
し
い
と
思
う
が
、
学
校

や
小
国
町
な
ど
関
係
団
体
と
、

真
の
魅
力
化
は
何
か
を
考
え
た

い
。

【
議
員
】
親
元
を
離
れ
て
進
学

を
す
る
よ
り
、
親
元
か
ら
通
学

を
す
る
ほ
う
が
、
費
用
の
面
で

も
か
な
り
抑
え
ら
れ
る
が
、
小

国
高
校
へ
通
学
す
る
た
め
の
、

自
転
車
や
バ
イ
ク
の
購
入
に
、

補
助
金
は
出
せ
な
い
か
。

【
町
長
】
本
町
だ
け
で
は
決
め

ら
れ
な
い
。
小
国
町
と
の
協
議

の
際
に
、
そ
の
よ
う
な
提
案
が

あ
る
と
話
を
し
て
い
く
。

井野　和哉　議員

Ｑ小国高校、次の 100 年に向け
ての支援は？

Ａ両町合わせて 300 万円の財政
的支援を継続

アンケートを実施します

　南小国町議会では、より一層皆
様に身近に感じていただける議会
広報を発行していきたいと考えてい
ます。
　そこで、次回８月発行の議会広
報では、「議会」や「議会広報」
についてのアンケートを実施します
ので、ご協力ください。

小国郷の最高学府・小国高校
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議
会

広
報

 南
小
国
　
令
和
４
年
５
月
　
第
12
5
号

〒
869-2492

熊
本
県
阿
蘇
郡
南
小
国
町
大
字
赤
馬
場
143

番
地

☎
 0967(42)1125　

 FAX  0967(42)1122
編

集
：

議
会

広
報

調
査

対
策

特
別

委
員

会
発

行
：

南
小

国
町

議
会

平
和
を
望
む
春

　

ま
た
、
春
が
来
ま
し
た
。
新
た
な
門
出
を
迎
え
ら

れ
ま
し
た
皆
様
に
お
祝
い
を
申
し
上
げ
ま
す
。一
日
も

早
く
ウ
ク
ラ
イ
ナ
に
平
和
が
戻
る
こ
と
を
望
み
ま
す
。

ウ
ィ
ズ 

コ
ロ
ナ

　

コ
ロ
ナ
禍
も
３
年
目
。
収
束
も
見
え
て
来
な
い
中
、

令
和
４
年
度
も
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　

３
月
定
例
会
で
は
、
町
民
の
利
便
性
向
上
に
重
き

を
お
い
た
新
年
度
予
算
を
審
議
し
、
可
決
し
ま
し
た
。

町
民
の
利
便
性
が
向
上
し
、
住
み
よ
い
町
づ
く
り
が

行
わ
れ
て
い
く
よ
う
、
し
っ
か
り
見
守
っ
て
い
き
ま
す
。

町
政
に
関
心
を

　

議
員
任
期
、
最
終
年
に
な
り
ま
し
た
。

　

町
民
の
皆
様
と
議
会
は
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
か
。
つ

な
が
る
手
段
の
一つ
と
し
て
、
議
会
広
報
で
は
次
号
に

お
い
て
、
初
め
て
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
ま
す
。
議

会
に
対
す
る
ご
意
見
を
い
た
だ
い
て
、
も
っ
と
町
民
の

皆
様
と
つ
な
が
り
を
持
て
る
よ
う
に
し
て
い
き
た
い
と

考
え
ま
す
。
ご
協
力
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

最
終
年
も
、
も
っ
と
町
民
皆
様
の
声
を
集
め
て
、

地
域
の
問
題
を
可
視
化
し
、
町
に
届
け
、
議
論
し
、

解
決
に
つ
な
が
る
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

（
佐
藤　

毅
）

　
　

発
行
責
任
者

　
　
　

議　

長　
　

平
野　

昭
夫

　
　

広
報
調
査
対
策
特
別
委
員
会

　
　
　

委
員
長　
　

森
永　

一
美

　
　
　

副
委
員
長　

井
上　

則
臣

　
　
　

委　

員　
　

井
野　

和
哉

　
　
　

委　

員　
　

佐
藤　
　

毅

庁舎別館、どうですか
令和４年４月４日にオープンした庁舎別館には、肥後銀行窓口、会計室、
ATM（肥後銀行、農協）も入っております。
当日利用された皆さんにインタビューしました。

町民
インタビュー

No.9

便利になりましたね！

農協 ATMと肥後
銀行が一緒にあっ
て駐車場も広いの
で、とても便利に
なったと思います。

髙村宗二さん（下町）

出張所存続が有難い

南小国町内に肥
後銀行が残ったこ
とが有難いです。
更に便利になって
いて助かります。

岩下澄子さん（立岩）

キレイで便利！

役場横に金融機
関があるので１ヶ
所で用が済むの
は便利ですね。建
物もキレイかです。

松本學さん（杉田上）

駐車場の心配がないです

移転前の銀行駐
車場は出にくく足
元が悪かったので、
移転で広く便利に
なり良かったです。

北里京子さん（杉田下）

ワンストップで便利！

肥後銀行と農協
ATM が役場に隣
接しているので
何ヶ所も行かずに
済み便利です。

佐藤圭太さん（扇上）

銀行が近くなりました

銀行移転前は駐
車場の心配から小
国に行っていまし
たが、これからは
町内で済みます。

鎗水宏之さん幸子さん（動目木）

清潔感がありますね！

別館内を初めて
見ましたが、清
潔感があって入り
やすい雰囲気で
いいですね。

佐藤あさみさん（中杉田）

役場内にあった
会計室が別館に
移転して立ち寄
りやすくなりまし
た。これからも
よろしくお願いい
たします。

松岡洋さん（志津上）

弊行初の会計業
務参入が南小国
で、いち町民とし
ても嬉しいです。
町民に愛され利
用しやすい窓口
にして参ります。

甲斐美沙さん（新町）

肥後銀行より 会計管理者より
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